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事務所名

認
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第 回変更
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当初

行橋市環境水道部上水道課

図面番号

工事年度
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郡

市

村

町

災査定

度起工
工区号第年

S=1:500 1-

計 画 平 面 図

計 画 平 面 図 S=1:500

位 置 図 S=1:5,000

泉中央八丁目

南泉一丁目

グラウンド

市立泉中学校
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福原区公民館

県道長尾稗田平島線

トレードマート
行橋店

福原

善徳寺

福岡県農業総合試験場

豊前分場福原試験圃場

工事

［ １ 工 区 ］
配水管布設替工事(南泉一丁目)1工区

令和元

南泉一丁目

工事箇所
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凡　　例

NS形継手

NS形継手(ライナー)

K形継手(特殊押輪)

HI-TS継手

※管種

NS形直管   ： 3種管(内面粉体)

NS形切管   ： 1種管(内面粉体)
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仕切弁
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一体化長さ早見表

1

工事

1.31 1.3
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［１工区］DCIPφ350(NS形)L=22.07m(ΣL=126.0m) ［１工区・分岐-1］DCIPφ350(NS形)L=1.5m

［１工区］DCIPφ350(NS形)L=103.93m(ΣL=126.0m)

配水管布設替工事(南泉一丁目)1工区

令和元

南泉一丁目
［ １ 工 区 ］

［1工区］DCIPφ350(NS形)L=103.93m(ΣL=126.0m)

［1工区］DCIPφ350(NS形)L=22.07m(ΣL=126.0m) ［1工区・分岐-1］DCIPφ350(NS形)L=1.5m

［2工区］
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給 水 平 面 図

給 水 平 面 図 S=1:500

位 置 図 S=1:5,000

泉中央八丁目

南泉一丁目

グラウンド

市立泉中学校

築　添　池 泉中学校入口

福原区公民館

県道長尾稗田平島線

トレードマート
行橋店

福原

善徳寺

福岡県農業総合試験場

豊前分場福原試験圃場

工事

令和元

配水管布設替工事(南泉一丁目)1工区
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切梁用サポート

軽量鋼矢板

アルミ腹起し材

H=2.5ｍ

矢板長＝2.5ｍ

(1.80m<H≦2.30m)

掘削幅

切梁用サポート

軽量鋼矢板

アルミ腹起し材

H=3.0ｍ

矢板長＝3.0ｍ

掘削幅

W,W1,W2

W,W1,W2

(2.30m<H≦2.80m)

20
0
以

上
掘

削
深
  

H

h2
h1

h3

20
0
以

上
掘

削
深

 
 H

h2
h1

h3

県道（車道）As

機械掘削

掘　削

舗装版破砕工

表層工：再生粗粒度アスコン　t=5cm

埋戻（仮復旧）

W

E
F

D

土
被

り

砕石チップ
（管路土工）

上部埋戻工

下部埋戻工

埋設標示シート

上層路盤工：再生粒調砕石　t=15cm

下層路盤工：粒調Fe処理土　t=10m

路床(Fe石灰処理)

県道（歩道）As

機械掘削

掘　削

舗装版破砕工

表層工：再生密粒度アスコン　t=3cm

埋戻（仮復旧）

W

路盤工：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=11m

E
F

D

土
被
り

砕石チップ
（管路土工）

上部埋戻工

下部埋戻工

埋設標示シート

フィルター層(敷砂)

道路改良

C

B

A

C

B

A

φ350 摘　　　要

機械掘削（管路土工）

上部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）

下部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）人力併用ﾀﾝﾊﾟ

注）管路土工とは、機械掘削に加え人力による他埋設物付近の掘削・会所堀等を含むものである。

名　称

土被り

A

口　径

B

C

(m)

(m)

(m)

(m)

D (m)

E (m)

F (m)

W (m)

0.37

1.00

1.27

1.37

0.77

0.30

0.90

0.47

矢板

県道（車道）As

2.00

0.37

2.37

2.27

1.77

0.47

1.30

1.00

H=3.00

φ350 摘　　　要

機械掘削（管路土工）

上部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）

下部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）人力併用ﾀﾝﾊﾟ

注）管路土工とは、機械掘削に加え人力による他埋設物付近の掘削・会所堀等を含むものである。

名　称

土被り

A

口　径

B

C

(m)

(m)

(m)

(m)

D (m)

E (m)

F (m)

W (m)

0.37

1.00

1.33

1.37

1.16

0.69

0.90

0.47

矢板

県道（歩道）As
道路改良

1.50
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1.87

1.83

1.66

0.47

1.19

1.00

H=2.50
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2.33

2.16

0.47

1.69

1.00

H=3.00

穿孔機
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L2 (m)
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F1 (m)

F2 (m) 0.69

摘　　　要

機械掘削（管路土工）

下部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）人力併用ﾀﾝﾊﾟ0.87

注）管路土工とは、機械掘削に加え人力による他埋設物付近の掘削・会所堀等を含むものである。
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機械掘削（管路土工）

機械掘削（管路土工）

E1 (m) 上部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）

下部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）人力併用ﾀﾝﾊﾟ

0.30
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路盤厚
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S=Free 7-

掘削・埋戻標準図(1)

掘削断面図

平 面 図 側 面 図

不断水連絡掘削断面図

掘削・埋戻標準図(1) S=Free

注）路盤一層当りの仕上り厚さは、下層路盤は20cm、上層路盤は15cmで転圧を必ず行うこと。 注）路盤一層当りの仕上り厚さは、下層路盤は20cm、上層路盤は15cmで転圧を必ず行うこと。

注）路盤一層当りの仕上り厚さは、下層路盤は20cm、上層路盤は15cmで転圧を必ず行うこと。

切梁用サポート

軽量鋼矢板

アルミ腹起し材

H=2.0ｍ

矢板長＝2.0ｍ
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機械掘削
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砕石チップ
（管路土工）

上部埋戻工

下部埋戻工

埋設標示シート
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0

上層路盤工：再生粒調砕石　t=20cm

下層路盤工：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ　t=15m

φ350 摘　　　要

機械掘削（管路土工）

上部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）

下部埋戻工（砕石ﾁｯﾌﾟ）人力併用ﾀﾝﾊﾟ

注）管路土工とは、機械掘削に加え人力による他埋設物付近の掘削・会所堀等を含むものである。
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土被り

A

口　径

B

C

(m)

(m)

(m)

(m)

D (m)

E (m)

F (m)

W (m)

0.37

1.00

1.27

1.37
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0.50
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0.47

矢板

県道（車道）As

注）路盤一層当りの仕上り厚さは、下層路盤は20cm、上層路盤は15cmで転圧を必ず行うこと。
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本復旧仮復旧

県道（歩道）As

透水性アスコン　t=4cm

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

砕石チップ

※現況復旧を基本とする。

歩道幅

道路改良

フィルター層(敷砂)

舗装復旧図
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掘削・埋戻標準図(2)

掘削・埋戻標準図(2) S=Free

本復旧仮復旧

県道（車道）As

砕石チップ

再生粗粒度アスコン　t=5cm

再生粒調砕石

粒調Fe処理土

※現況復旧を基本とする。

路床(Fe石灰処理)

排水性アスコン　t=5cm

本復旧仮復旧

県道（車道）As

再生粗粒度アスコン　t=5cm

再生粒調砕石

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

※現況復旧を基本とする。

道路改良
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道 路

φ40～φ50

メーターユニオンφ25,φ20

不断水割丁字管

公　道 民有地

公　道 民有地

既設給水管

メーターユニオンφ40,φ50

（鋼管用オス）

PE 用ソケット

PEφ25,φ20

給水タイプＣ

給水タイプＤ

止水栓

(φ25,φ20)

メーターユニオンφ25,φ20

道 路

（φ25・φ20・φ20×φ13）

青銅製仕切弁
(φ40,φ50)

メーターユニオンφ40,φ50

（鋼管用オス）
既設給水管

PE 用ソケット

(φ40,φ50)

宅 地

宅 地

PEφ40,φ50

道 路

給水タイプＡ

宅 地

公　道 民有地

サドル分水栓（ボール式）
鋳鉄管用

PEφ25・φ20

メーターユニオンφ25,φ20

PE 用ソケット

（φ25・φ20・φ20×φ13）

既設給水管

道 路

給水タイプＢ

既設給水管

宅 地

公　道 民有地

C

メーター直結止水栓

メーターユニオンφ25・φ20

サドル分水栓（ボール式）
鋳鉄管用

PEφ25・φ20

M

（φ25・φ20・φ20×φ13）

メーターユニオンφ25,φ20

サドル分水栓（ボール式）
鋳鉄管用

φ40～φ50

不断水割丁字管

中央線

メーターユニオンφ40,φ50

（鋼管用オス）

給水タイプＥ

道 路

既設給水管

PE 用ソケット

(φ40,φ50)

PEφ40,φ50

道 路

工事
給 水 仕 様 図 S=Free
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G.L.

ソフトシール仕切弁(φ75～250)

底版 h=40

調整リング h=50

中部桝 h=100～300

下部桝 h=300

仕切弁室詳細図 S=1:15

呼び径φ50～φ250

空気弁・消火栓室詳細図 S=1:15

円形3号消火栓鉄蓋

円形3号上部壁 h=200

円形3号中部壁 h=100

円形3号下部壁 h=200

円形3号底版 h=40

弁 室 詳 細 図
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